
1. はじめに  

無線メッシュネットワークは，各ノードが相

互に無線による接続を行うことでネットワーク

を構築する技術であり，マルチホップ伝送によ

り任意のノードとの通信を行なうことができる．

これにより，簡単にネットワークを構築でき，

通信範囲の拡大が見込める．有線ネットワーク

側に情報収集端末を設けたセンサー利用におい

ては，各ノードからのトラヒックは GW 

(Gateway:ゲートウェイ)と呼ばれる有線ネット

ワークと無線メッシュネットワークを結ぶノー

ドに集中し，その配置により，ネットワーク全

体の品質に大きく影響を与える．そのため，GW

の配置をどのようにするかが重要である．  

 

本研究では， GW の配置が，各ノードから

の見通しが良い場合と悪い場合どちらがネット
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ワーク全体の通信品質が良いのかをシミュレー

ションにより評価を行なう． 

2. シミュレーションによる評価

QualNet と呼ばれるネットワークシミュレー

タを用い，シミュレーションを行なった．伝搬

路モデルとして 2 波モデルを用いた．これはア

ンテナ高が高くなると地面からの反射波の影響

が少なくなるため伝搬損失が小さくなるモデル

である．GW 以外のノードアンテナ高を一定と

し，GW のアンテナ高のみを変化させて無線の

到達範囲を変えることで，見通しの良い場合と

悪い場合を設定した．シミュレーションの結果，

平均スループットはGWアンテナ高が高くなる

につれ向上した．フロー速度が，その通信路で

の最大スループットを上回った場合，平均干渉

数は増加するが，スループットに大きな影響は

無かった．よって，見通しの良い場所に GW を

配置するのが望ましいといえる．
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Abstract

This article describes the research project of a gateway location problem in high-speed wireless LAN 

mesh networks. In this project, effect on communication performance of gateway location is investigated by 

using network simulator QualNet. As a result, a gateway with high antenna height is preferred in terms of 

throughput performance. 
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